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[主張]　街頭の訓練

　朝 (あさ)七時 (じ)の宮 (きう)城 (ぜう)遥 (よう)拜 (はい)、正 (しやう)午 (ご)の默 (もく)禱 (とう)を街 (がい)頭 (とう)で[も勵 (れい)]行 (こう)してほしいものだ。各 (かく)官 (くわん)廳 (てう)、會 (くわい)社 (しや)、學 (がく)校 (こう)で[ば]かり、やつていゝといふ性質 (せいしつ)のものでなくて、國 (こく)民 (みん)たるもの、如何 (いか)なる場所 (ばしよ)にあつても必 (かなら)ずこれを遵 (じゆん)守 (しゆ)すべきである。しかるに街頭 (がいとう)に於 (お)いてこれが行 (おこな)はれぬとは實 (じつ)に申譯 (もうしわけ)ないことゝいはねばならぬ[。]『在所 (ざいしよ)にて』とは如何 (いか)なる處 (ところ)にあつてもといふことである。
朝 (あさ)の七時 (じ)のサイレンが鳴 (な)り始 (はじ)めたら家 (か)庭 (てい)にては申 (もう)すに及 (およ)ばず、街頭 (がいとう)に於 (お)いても或 (あるひ)は歩 (ほ)行 (こう)、或 (あるひ)は乗 (じよう)車 (しや)して動 (うご)いてゐたものも、一齊 (せい)にぴたりと止 (とゞ)まろう[、]そして宮 (きう)城 (ぜう)に向 (むか)ひ奉 (たてま)つり、大 (おほ)御 (み)稜 (い)威 (つ)の彌 (いや)榮 (さか)を念 (ねん)じたてまつり、天 (てん)皇 (のう)陛 (へい)下 (か)の御 (ご)尊 (そん)容 (よう)を眼 (がん)前 (ぜん)に描 (えが)きたてまつりつゝ最敬禮 (さいけいれい)しやう、サイレンが止 (や)んでから行 (こう)動 (どう)を續 (つゞ)けやう。汽 (き)車 (しや)、汽 (き)船 (せん)は止 (と)まる譯 (わけ)にも行 (ゆ)くまいが、電 (でん)車 (しや)、自 (じ)動 (どう)車 (しや)等 (など)は一齊 (せい)に停 (てい)車 (しや)すべきである。東 (とう)京 (きやう)、大 (おお)阪 (さか)などでは既 (すで)に、これが實 (じつ)行 (こう)されてゐるさうである。朝 (てう)鮮 (せん)に於 (お)いて實 (じつ)行 (こう)されぬ理 (り)由 (いう)が何 (ど)處 (こ)にあるだらうか。一般 (ぱん)國 (こく)民 (みん)並 (ならび)に聯 (れん)盟 (めい)當 (とう)局 (きよく)の一考 (こう)を促 (うなが)す。掛 (かけ)聲 (こえ)や文 (ぶん)書 (しよ)だけで實 (じつ)行 (こう)が伴 (ともな)はなければ何 (なん)にもならないばかりでなく、反 (かへつ)て民 (みん)衆 (しう)に信 (しん)用 (よう)を失 (うしな)ふことゝなる。であるから何 (なに)か一つ始 (はじ)めたら、徹底的 (てつていてき)に勵行 (れいこう)すべきだ。七時 (じ)と正 (しやう)午 (ご)の街 (がい)頭 (とう)に於 (お)ける一齊 (せい)停 (てい)止 (し)などは正 (まさ)にその標 (へう)本 (ほん)とすべきであらう。
殊 (こと)に今 (いま)や朝 (てう)鮮 (せん)博 (はく)覽 (らん)會 (くわい)のため地 (ち)方 (ほう)から多 (た)數 (すう)の民 (みん)衆 (しう)が京 (けい)城 (ぜう)に入 (い)り込 (こ)むのであるが、この時期 (じき)こそかゝる訓 (くんれん)練の模 (も)範 (はん)を示 (しめ)す絶 (ぜつ)好 (こう)の機 (き)會 (くわい)だとおもふ。それが實 (じつ)行 (こう)方法 (ほうほう)としては、京 (けい)城 (ぜう)駅 (えき)その他 (た)の各 (かく)驛 (えき)の待 (まち)合 (あい)室 (しつ)、鮮 (せん)銀 (ぎん)前 (まへ)、府 (ふ)廳 (てう)前 (まへ)、鍾 (せう)路 (ろ)四辻 (つじ)、安 (あん)國 (こく)町 (てう)廣 (ひろ)塲 (ば)、光 (くわう)化 (くわ)門 (もん)十字 (じ)路 (ろ)、東 (とう)大門 (だいもん)、博 (はく)覽 (らん)會 (くわい)塲 (じやう)、南 (なん)大 (だい)門 (もん)市 (いち)塲 (ば)その他 (た)の市 (いち)場 (ば)など、人 (ひと)だかりの多 (おほ)い塲 (ば)所 (しよ)に、七時 (じ)と正 (しやう)午 (ご)の二 (に)回 (くわい)に人 (じん)員 (いん)を配 (はい)し、旗 (はた)を振 (ふ)り、メガホーンにて、
『七時 (じ)のサイレンであります。どなたも宮 (きう)城 (ぜう)に向 (むか)ひたてまつり最敬禮 (さいけいれい)！』
とか、
『正 (しやう)午 (ご)のサイレンであります。どなたも皇 (こう)軍 (ぐん)將 (しやう)兵 (へい)の武 (ぶ)運 (うん)長 (ちよう)久 (きう)と戰 (せん)歿 (ぼつ)英 (えい)靈のために感 (かん)謝 (しや)の默禱 (もくとう)』
と呼 (よ)ばはるやうにすれば好 (よ)い。それは誠 (まこと)に嚴 (おごそ)かにも美 (うつく)しく涙 (なみだ)ぐましい感激 (かんげき)の瞬間 (しゆんかん)であらう。
　一分間 (ぷんかん)は長 (なが)すぎるといふ人もあるが、そんなことはない。わづか一日二分 (ふん)である。朝 (あさ)一分 (ぷん)間 (かん)聖 (せい)上 (じやう)陛 (へい)下 (か)を思 (し)慕 (ぼ)したてまつり、正 (しやう)午 (ご)一分 (ぷん)間 (かん)皇 (こう)軍 (ぐん)將 (しやう)兵 (へい)のために祈 (いの)ることは短 (みじか)すぎこそすれ、長 (なが)すぎるなどいふべきではない。
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